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2007 年 2 月 11 日 聖日礼拝 平石太朗牧師 

 

「ノアの箱舟と大洪水」 

創世記６：８－２２ 

 

『6:8 しかし、ノアは、主の心にかなっていた。 

6:9 これはノアの歴史である。ノアは、正しい人であって、その時代にあっても、全き人

であった。ノアは神とともに歩んだ。 

6:10 ノアは三人の息子、セム、ハム、ヤペテを生んだ。 

6:11 地は、神の前に堕落し、地は、暴虐で満ちていた。 

6:12 神が地をご覧になると、実に、それは、堕落していた。すべての肉なるものが、地上

でその道を乱していたからである。 

6:13 そこで、神はノアに仰せられた。「すべての肉なるものの終わりが、わたしの前に来

ている。地は、彼らのゆえに、暴虐で満ちているからだ。それで今わたしは、彼らを地と

ともに滅ぼそうとしている。 

6:14 あなたは自分のために、ゴフェルの木の箱舟を造りなさい。箱舟に部屋を作り、内と

外とを木のやにで塗りなさい。 

6:15 それを次のようにして造りなさい。箱舟の長さは三百キュビト。その幅は五十キュビ

ト。その高さは三十キュビト。 

6:16 箱舟に天窓を作り、上部から一キュビト以内にそれを仕上げなさい。また、箱舟の戸

口をその側面に設け、一階と二階と三階にそれを作りなさい。 

6:17 わたしは今、いのちの息あるすべての肉なるものを、天の下から滅ぼすために、地上

の大水、大洪水を起こそうとしている。地上のすべてのものは死に絶えなければならない。 

6:18 しかし、わたしは、あなたと契約を結ぼう。あなたは、あなたの息子たち、あなたの

妻、それにあなたの息子たちの妻といっしょに箱舟にはいりなさい。 

6:19 またすべての生き物、すべての肉なるものの中から、それぞれ二匹ずつ箱舟に連れて

はいり、あなたといっしょに生き残るようにしなさい。それらは、雄と雌でなければなら

ない。 

6:20 また、各種類の鳥、各種類の動物、各種類の地をはうものすべてのうち、それぞれ二

匹ずつが、生き残るために、あなたのところに来なければならない。 

6:21 あなたは、食べられるあらゆる食糧を取って、自分のところに集め、あなたとそれら

の動物の食物としなさい。」 

6:22 ノアは、すべて神が命じられたとおりにし、そのように行なった。』 

 

 

みなさん、デイボーションブック「幸いな人」を使って毎日のディボーションをしておら

れますでしょうか。毎日決められている聖書箇所を読んで、祈っていますでしょうか。 

（「幸いな人」を使っていない人も、会堂の後ろに、その週に読む聖書箇所が書いてあるカ

レンダーが張ってありますので、是非それをご覧になってください。 

そして、毎日聖書を読み、祈ることを大切にしてください。またそのカレンダーをほしい

人はコピーしたものを４階の玄関の脇に置いてありますので、自由に持っていって使って

ください。） 

私は日曜日の礼拝のメッセージは基本的に、前の週の「幸いな人」のデイボーション箇所・

聖書箇所の中からメッセージします。 

そういうわけで、今日は、先週のデイボーション箇所の中にあるこの創世記６：８－２２、
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この箇所からメッセージをします。 

 

序： 

先週のディボーション箇所は創世記の５章から８章１９節まででした。 

それで、今日は、今みなさんと読んだ箇所を中心にして、その前後にも重要な部分があり

ますのでそれもみていきます。 

 

１：アダムからノアまでの系図について 

まず創世記の5章ですが、そこに書かれているアダムからノアの息子セム、ハム、ヤペテま

での系図を見ると･･･、 

この時代の人々はほとんど、９００歳代まで生きたことが記されています。 

当時の人間の寿命は今とは比べ物にならないほど長かったのです。 

アダムは930歳まで生きました。セツは912歳、エノシュは905歳、ケナンは910歳、マハラ

ルエルは895歳、エレデは962歳、メトシェラはもっとも長く生きた人物で969歳、レメクは

777歳、そしてノアは950歳まで（9:29）生きました。 

年数を調べてみると、アダムから数えて１０代目の人物がノアですが、ノアの父親である

レメクが５６歳になるまでなんとアダムが生きていたことがわかります。 

当時の人々の一生は驚くほど長く、長寿でした。 

これは現代の常識では考えられないような長寿ですが、聖書に書かれているみことばはそ

のまま受け取らなければなりません。 

前に紹介させていただいた「科学の説明が聖書に近づいた」という本に、その当時の地球

環境のことが詳しく書かれています。 

今は理解できないことがあっても、新しい科学的発見によって、聖書に書かれていること

を矛盾なく説明できるようになるのです。 

 

なぜ人間が９００歳代まで生きることができたのか、驚く必要はありません。 

それはノアの洪水の前には，創世記1:7に書かれている通り、「大空の上の水」というもの

が存在していたからです。これは単なる雲のことなどではありません。 

当時は、空の上に分厚い無色透明の水蒸気の層がありました。 

それが地球全体を覆い、宇宙からの有害な放射線などを遮断し、生物の細胞の破壊を防い

でいたので、生物はみな非常に長寿でした。 

上空の水蒸気の層は、宇宙からの有害な放射線だけでなく、紫外線、エックス線などの有

害な光線の影響からも人々を守り、生き物にとって極めて良い環境を作り出していました。 

そのため、当時の人々の寿命は、大変長かったのです。 

しかし、ノアの洪水の時に、その上空の水蒸気の層が40日40夜の大雤となって地上に落ち

てきて、大空の上の水蒸気の層はなくなりました。 

それによってノアの洪水の前と後では、環境が激変します。 

 

ですからノアは950歳まで生きましたが、ノアの息子のセムの一生は６００年で終わってい

ます。そのことは創世記11:10-11に記されています。 

さらにセムの息子アルパクシャデからセムの孫（シェラフ）、ひ孫（エベル）の一生は４０

０歳代で終わります（11:12-17）。 

その後は200歳代となり（（ペレグからテラまで11:18-32）、アブラハム、イサクは１００歳

代後半（25:7、35:28）、そしてヤコブ、ヨセフは１００歳代前半（47:28、50:26）と、人

の寿命は短くなっていきます。 
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出エジプトのモーセの時代になると、モーセは１２０歳まで生きました。 

モーセの祈りが詩篇に書かれていますが、その詩篇90篇10節に「私たちの齢は七十年。健

やかであっても八十年。」と記されていますから、１２０歳まで生きたということはモー

セの時代にはすでに長寿と見られていたのです。 

モーセの時代にはすでに人は、今と同じような寿命になっていたのです。 

 

さて、５章の系図に戻りますが、それを見るとアダムから数えて１０代目の人物がノアで

あり、系図の年数を見ていくと、最初の人間であるアダムが創られてからノアの洪水が起

こるまで１６５６年あったことになります。 

また、ノアの洪水前の時代は、人は９００歳代まで生きることができましたが、その中に

異色の人物が出てきます。それはエノクです。 

ノアの洪水が起こる前の人類の寿命は今では想像できないくらい長いものでしたが、それ

でも死は確実にやってきました。この5章には、「こうして彼は死んだ」という文が繰り返

されていることに注目しましょう。 

その繰り返しが、エノクのところに来ると、突如途切れます。 

 

5:23と24に「エノクの一生は三百六十五年であった。エノクは神とともに歩んだ。神が彼

を取られたので、彼はいなくなった。」とあります。 

聖書全体を読むと、歴史上、死ぬことなく天に引き上げられた人は２人だけいます。エノ

クはそのうちのひとりです。 

エノクは人類がどんどん乱れて堕落し、退廃していく中で、勇気をもって、その時代の人々

にまことの神について証しをし続けました（ユダ14-15）。 

ヘブル人への手紙11:5には「信仰によって、エノクは死を見ることのないように移されま

した。神に移されて、見えなくなりました。移される前に、彼は神に喜ばれていることが、

あかしされていました。」とあります。 

エノクは「信仰によって」すなわち、祈りと神に従順に従うことによって、エノクは神と

親しく交わっていました。 

みなさん、今日、私たちもそのようにする特権が与えられています。イエスさまを救い主、

まことの神であると信じた者は、義と認められ救われ、神と親しく交わることができるの

です。 

ガラテヤ5:16に「私は言います。御霊によって歩みなさい。そうすれば、決して肉の欲望

を満足させるようなことはありません。」と記されています。 

みなさん、私たちも日々のディボーション（神を讃美し、みことばを読み、神に祈り、聖

霊の声を聞き、聖霊に満たされる）を大切にしようではありませんか。 

 

神とともに歩んだエノクの歩みとは、決してこの世と隔絶した何か神秘的な仙人みたいな

生活ではありませんでした。 

彼は家族生活も行い、その時代の未信者や悪しき者たちに対して、はっきりとものを言い

ました。 

ユダの手紙14-15に『アダムから七代目のエノクも、彼らについて預言してこう言っていま

す。「見よ。主は千万の聖徒を引き連れて来られる。すべての者にさばきを行ない、不敬

虔な者たちの、神を恐れずに犯した行為のいっさいと、また神を恐れない罪人どもが主に

言い逆らった無礼のいっさいとについて、彼らを罪に定めるためである。」』とあります。 

このさばきは黙示録に記されているこの世の終わりの時のさばきについての預言ですが、

まずその前触れ、雛形として、ノアの大洪水が起こりました。 
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しかし最終的なさばきの実現は、将来、黙示録などに記されている大艱難時代の終わりに

実現します。主イエス・キリストの栄光に満ちた勝利の凱旋の時、再臨の時に成就します。 

 

エノクの歩みが到達した地点は、歴史上、類を見ない特別な出来事でした。 

「信仰によって、エノクは死を見ることのないように移されました。神に移されて、見え

なくなりました。」とヘブル11:5にある通り･･･ 

エノクは死を体験することなく、天に引き上げられたのです。 

このエノクの出来事は、この世の終わりの時代に起きる「携挙」という出来事を予言的に

あらわしている雛形です。 

携挙については、第一テサロニケ4:16-15に「主は、号令と、御使いのかしらの声と、神の

ラッパの響きのうちに、ご自身天から下って来られます。それからキリストにある死者が、

まず初めによみがえり、次に、生き残っている私たちが、たちまち彼らといっしょに雲の

中に一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。このようにして、私たちは、いつまで

も主とともにいることになります。」とあります。 

キリストが再臨する時に、大艱難時代という全世界的な暗黒の時代、歴史上もっとも厳し

いさばきの時がきますが、キリストを信じ従ってきた者たち（それはただ名前だけの形だ

けのクリスチャンではなくて、御霊によって歩む、神のみことばに従って歩む、本物のク

リスチャンのことです）は、天に引き上げられて、この地上で起こる大艱難に遭うことが

ないように守られる「携挙」という出来事が起こります。 

エノクに起きた出来事はこの「携挙」を予言的にあらわしています。 

 

また先ほど、もうひとり死を見ることなく天に引き上げられた人物が過去にいると言いま

したが、それは誰かご存知ですか。 

それは、エノクから約25世紀後の人物、（紀元前850年頃に）北イスラエル王国にいた預言

者エリヤです。列王記第二の2:11にそのことが記録されています。 

このふたりの最後は、死がすべての終わりではないことをあかしする希望の光りです。 

当時からすれば、死後の復活と、永遠のいのちの希望が明確にされるためには･･･、 

神であるイエス様が人となって地上に来られ、私たちの罪の身代わりとなって十字架で死

なれ3日目に復活されたという紀元30年頃の出来事を待たなければならないのですが･･･、 

人類の歴史の初期の段階において、すでに死に対する勝利が語られていることは感謝なこ

とです。 

5:24に「エノクは神とともに歩んだ」とありますが、神とともにあることを拒否したアダ

ムは死にました。 

神とともに歩んだエノクは死に勝利しました。いのちとは、神とともにあることです。 

みなさん、あなたは、神とともに歩んでいるでしょうか。 

エノクとエリヤは、ふたりとも人々がまったく神から離れている悪い時代に神とともに歩

みました。 

私たちは、聖書に書かれている通り、今の時代がどんどん悪くなってきていることを知っ

ています。 

しかし、その中でも聖霊さまを歓迎し、聖霊さまの助けを求め、神とともに歩もうではあ

りませんか。 

 

先日、小岩教会の会堂の管理人をしていた平野稔兄弟という方が天に召されましたが、平

野兄弟は３０年もパーキンソン病と戦っていました。 

しかし、奇跡的に病状が良くなり、１年くらい前には、平野さんと小岩の吉山先生と私と
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３人でゴルフをして、１８ホールまわることができていたのです。 

しかし、最近はだいぶ体が弱くなり、それでもこの前の日曜日には礼拝に出席し、みんな

と握手して、元気にしていたそうです。 

そしてその夜に、お風呂に入っていて天に召されました。 

 

平野さんはとても忠実な方で、教会に朝早く行くと、いつものようにおはようございます

と声をかけてくださり、奉仕が終わって帰るときには、感謝しますと握手してくださった

り、 

いつものように教会の花に水を上げたり、いつものようにほうきをもって掃除をしていた

り、朝は４時からチャペルの窓をあけて空気の入れ替えをしたり･･･ 

礼拝だけでなく、ほとんどの祈り会にも参加し、早朝の祈り会にも徹夜の祈り会にも必ず

参加していましたし、 

私も小岩で奉仕していた時のことを思い出すと、いつも必ず平野さんの姿があったことを

思い出します。 

地味な方ですけども、祈りの人でした。 

人の話を静かにだまって聞いて、教会員がおかしなことを言ったり、やっていたりすると、

そういう罪深いことをしていたら、神様に怒られるよ、と優しく注意しましたし･･･神に対

してとても忠実で、近所のクリスチャンでない人からも信頼されていました。 

この前、お葬式の前に中華料理屋に行ったら、そこの人も平野さんのことを良く知ってい

て、向こうから、平野さんはすばらしい人だったね、もう今は天国で楽しくやっているよ

と、言ってきました。 

冗談でも平野さんの悪口を言う人はいないし、誰からみても、平野さんは神に忠実に歩み、

神とともに歩んでいたことは疑いのない事実でした。 

 

牧師や宣教師でも、あれだけ神に忠実な生き方をしている人はあまりいないでしょう。 

ですから、葬式の参列者もこの世における別れはやはり悲しいですから涙を流す人もいま

したが、しかしものすごく明るくて希望に満ち満ちたお葬式でした。 

神の光りによって照らされているようなお葬式でした。 

クリスチャンにとっては天国で再会する希望にあふれたお葬式でしたし、天国でイエス様

のもとで平野さんに再会した時に恥ずかしくないように、この地上で神に忠実に生きなけ

ればとあらためて決意させられました。 

 

またまさに、平野さんは神のもとに引き上げられたのだ、イエス様のもとに凱旋して行っ

たのだということばがぴったりで、なきがらはそこにあっても･･･、 

平野さんはイエス様のもとで今まで自由に伸ばせなかった手足を自由に伸ばしてぴょんぴ

ょん飛び跳ねている姿が私の目の前に浮かんで来ました。 

私は、エノクはもしかしたら、平野さんのような人物だったのかもしれない、と感じます。 

聖書を読むと、エノクは何か特別な働きをしたとは記されていません。 

それでも彼の人生の終わりを見ると、エノクは神さまと特別な関係にあったことがわかり

ます。 

みなさん、神さまとの親密な関係の中で生きること自体が、祝福された人生なのです。 

聖書の中には、特別なものすごい働きをしたのに、晩年は寂しい人生になった信仰者や、

堕落してしまって神のさばきを受けることになった者たちが何人もでてきます。 

とても残念なことです。そして気をつけなければなりません。 
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みなさん、自分を他の誰かと比較して不満を持ったり、落胆していることはありませんか。 

平凡に見える生活であっても、あなたが神さまといつも恋人のように親しく過しているな

ら、あなたは神に喜ばれる特別な人です。 

きょうも、親しい友のように神さまに語りかけ、祝福された人生を過そうではありません

か。 

 

２：悪の増大と大洪水の予告 

さて次に６章に入りますが、６:２に「神の子らは、人の娘たちが、いかにも美しいのを見

て、その中から好きな者を選んで、自分たちの妻とした。」とあります。 

ここは聖書の中でも非常に難解な箇所として知られています。 

この「神の子ら」をセツの子孫とし、「人の娘たち」をあの弟殺しのカインの子孫である

と解釈する人もいますが、それは文脈上、自然な読み方ではありません。 

「神の子ら」という表現が旧約聖書に出てくる時、それは必ず天使の意味で使われていま

す。（ヨブ1:6、2:1、38:7、ダニエル3:25参照） 

そしてその後、地上に悪が増大していったという文脈からすると、この「神の子ら」とは

堕落天使たち（つまり悪霊）であることがわかります。 

しかし、天使は結婚することはないと聖書のほかの箇所（マタイ22:30、マルコ12:35）に

書かれています。 

ところがこの6:4には「神の子らが、人の娘たちのところにはいり、彼らに子どもができた」

とあります。 

ですから矛盾があるように思えます。しかし、聖書に書かれていることには矛盾はありま

せん。その時にはわからなくても後の時代になってわかるようになった箇所というのはい

くつもあります。 

 

このことについても学者たちはあるひとつの大きな可能性があると語っています（「世界

の始まり」ヘンリー・モーリス著ｐ170参照）。 

それは、天使は天使でもここで語られている「神の子ら」は堕落天使であり悪霊です。 

当時、その堕落天使である悪霊たちが人間のある男性たちに取りつき、支配し･･･ 

その肉体を悪霊によって支配された男性たちは非常に魅力的な存在となったため、自分の

好きな女性を自由に選べるほどの状態になったと考えられる、ということです。 

悪霊の親分であるサタンは、もとはルシファーという天使であり、非常に美しい天使だっ

たことがエゼキエル28:17に書かれています。 

ですからサタンとその手下の悪霊たちは、人間のある男性たちの肉体を支配し、その男た

ちは非常に魅力的な存在となったわけです。 

そして堕落天使たちは支配した人間の男性を自らの目的に利用しただけでなく、その男の

妻となった女性も利用し、そのこどもたちもすべて支配するようになったようです。 

生まれてきた子供たちは「巨人」となり、力強い者となりました。 

6:4にネフィリムという存在について書かれていますが、ネフィリムとはヘブル語で巨人を

意味します。しかしネフィリムのもともとの意味は「堕落した者」という意味です。 

ですからこのネフィリムという名前は、彼らが偽りの父、すなわち堕落天使ルシファー、

それはサタンのことですが、この偽りの父親の性質を受け継いでいることを教えているの

でしょう。 

 

サタンと悪霊たちによって支配された人間の男性とその男性の妻となった女性の間にでき

た子供は非常に大きくなりました。ネフィリムとなりました。 
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ネフィリムは体だけでなく、暴力や破壊に対する欲望も怪物級のものがあったでしょう。 

いずれにせよ、その子供たちネフィリムたちは、奇妙な結婚のせいで、やがて名のある有

名な者たちとなり、そしてすぐに6:5ですが「地上に人の悪が増大し、その心に計ることが

みな、いつも悪いことだけに傾く」ようになり、6:11をみると「地は、暴虐で満ち」るよ

うになりました。 

これらの記述は、罪の自然のありさまを超えたもっとすさまじい状態であったことを意味

します。 

その人々（ネフィリム）の悪の性質は、人を超越したもののようであり、サタンとその手

下の悪霊の性質を多く受け継いでいました。 

サタンと悪霊たちは、神に創造されたという点では「神の子ら」でしたが、もはや神から

切り離され、神に仕える天使ではありませんでした。 

そしてこの悪魔的な結びつきは人類全体の中にすさまじい勢いで影響を及ぼし、不法で奇

妙な結婚を通して生み出された化け物のような人々が一気に地上に満ちていきました。 

そしてその奇妙な結婚、悪霊に支配された人との結婚とはまったく関係のなかった人々ま

でもが、どんどん悪の影響を受け堕落していったのです。 

地上には悪が増大し、どんどん堕落し、道徳的に乱れ、暴虐に満ちるようになっていきま

した。 

 

それで、あわれみと恵みに満ちた神でも、もはや容赦できないほどになったのです。 

地上に暴虐があまりにも広がって、もはや改善の見込みもなくなったとき、唯一の救済策

はすべてを消し去ることしかありませんでした。 

それで主はこの地上の生き物をすべて滅ぼそうとします。 

 

しかし、ノアという主のこころにかなう人物の存在が、人類を滅亡から救いました。 

神の新しい計画がノアから始まるのです。 

６章９節をご覧ください。 

罪の中を歩む人々の中にあって、ノアだけが主のみこころにかなった歩みをしていました。 

エノクがそうであったように、ノアに関しても「ノアは神とともに歩んだ」と書かれてい

ます。 

そしてノアは神の信頼を勝ち得た人物でした。 

それで神はノアに、神の心を明かしました。 

まず第一に、神はこの堕落した地上を滅ぼそうとしているということ、 

第二番目は、しかし、神は箱舟によって救いを用意される、三番目は、すべての動物から

二匹づつ、すなわち雄と雌の一つがいずつをその中に入れなければならない、ということ

でした（7:2-3にはきよい動物〔食用といけにえ用に特別に選んだ動物〕と鳥については７

つがいずつ入れることが命じられている）。 

 

6章の22節に「ノアは、すべて神が命じられたとおりにし、そのように行なった。」とあり

ます。 

短い文ですが、その重みを考えてみましょう。 

この時、だれひとりノアのしていることを理解してくれる人はいなかったでしょう。 

ノアが神さまに言われたとおりに箱舟を作り始めると、人々は「あいつは何をやっている

んだ、あいつは馬鹿だ、頭がどうかしている、そんな世界規模の大洪水なんて起こるわけ

がない」、とあざ笑い馬鹿にしたことでしょう。 

しかし、ノアは神を信頼し、命じられたとおりにしました。 
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みなさん、あなたなら、どうしていたでしょうか。 

 

私たちはノアのような信仰を持って歩んでいこうではありませんか。 

ノアは人々に馬鹿にされたり、からかわれても神のみことばに従ったのです。 

そしてやがて主が言われたとおり、地球規模のものすごい大洪水が起きました。 

その時に、ノアをあざ笑って、神のさばきのみことばを無視していた人々は、みな死に絶

えました。 

 

みなさん、このノアの時代の大洪水によるさばきは、これから先、将来、この世の終わり

に起きるさらに激しいさばきを予言的にあらわしています。 

ルカ17:26-27にこうあります。「人の子の日に起こることは（この世の終わりに起こるこ

とは）、ちょうど、ノアの日に起こったことと同様です。 

ノアが箱舟にはいるその日まで、人々は、食べたり、飲んだり、めとったり、とついだり

していたが、洪水が来て、すべての人を滅ぼしてしまいました。」とあります。 

みなさん、やがて将来、大洪水によるさばきよりもさら激しいさばき、火によって焼き尽

くされるさばき、すなわち大艱難時代と最後の審判というさばきが来るのです。 

イエス様を救い主として信じなかった者は、その時に、ゲヘナ、地獄に投げ込まれます。 

そして、燃える火の池で永遠に苦しむことになります（悪魔や悪霊たちと一緒に）。 

 

ところで、この箇所には箱舟の作り方や、箱舟の大きさも具体的に記されていますが（1キ

ュビトは約45センチ）、それはどんな大波や嵐に対しても転覆しないような造りであった

ということや･･･、 

箱舟は地上の各種類の動物から二匹ずつ、すなわち各種類から雄と雌が一つがいずつ入っ

ても十分な大きさであったということが、科学者が書いた「世界の始まり～創世記1書から

11章を科学から見る」という本の中に記されています。 

興味がある方は是非、読んでみてください。 

また化石の問題や、地層の問題がこのノアの大洪水と非常に密接な関係があることが「科

学の説明が聖書に近づいた」という本の中に細かく書かれているので、それも興味がある

方は是非読んでください。 

 

さて、ノアですが、6:18をご覧ください。神はノアに「わたしはあなたと契約を結ぼう」

とお語りになりました。 

その内容は9章で明らかになりますが、ここでは３つのことに注目しておきましょう。 

一番目は、最初に神の恵み救いがあります。これは聖書に記されているすべての契約に共

通したことです。 

二番目は、その救いを得るためには、人間の応答が必要となります。これが信仰です。 

三番目、ひとりの信仰の人が多くの人を救いに導くために用いられました。 

そういう意味では、ノアはイエス様のことを予言的に表す雛形です。 

ローマ人への手紙5:19には、「すなわち、ちょうどひとりの人（アダム）の不従順によっ

て多くの人が罪人とされたのと同様に、ひとり（イエス・キリスト）の従順によって多く

の人が義人とされるのです。」とあります。 

ですからみなさん、人は自らの行いによってではなく、主イエス・キリストの従順によっ

て義と認められます。 

 

イエス様は父なる神に完璧に従順に従いました。 
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そして神の御子、主イエスさまは、私たちの罪の身代わりとなって十字架についてくださ

り、私たちが受けなければならなかった罪の罰やのろいをイエス様が代わりに受けてくだ

さいました。 

そしてイエスさまは十字架で苦しまれ、死なれました。しかし3日目に復活され、天に昇ら

れ、全能の父なる神の右に座しておられます。 

このイエスさまを救い主と信じる者は、アダム以来ののろいから解放され、罪が赦され救

われるのです。 

その恵みは計り知れないほど素晴らしいものです。これが福音です。 

 

そしてきょうの箇所に出てくるノアという人物は、イエス様のことを予言的に表す雛形で

す。 

みなさん、あなたは大洪水の中を自力で泳ぐことで自分を救おうとしていますか。 

それとも箱舟に入ることで救いを得ようとしていますか。 

みなさん、箱舟に入らなかったものはすべて一人残らず死に絶えたのです。 

みなさん、神の御子イエス様の存在が、私たちを永遠の滅びから救います。 

イエス様を救い主と信じる者は、罪が赦され、新しい人生のスタートを切ることができま

す。 

みなさん、きょうも主イエス様に対する信仰を確認して、主イエスにある新しいいのちを

確認しながら、この一週間の活動を開始しましょう。 

 

３：大洪水の始まり 

次に創世記の7章に行きます。 

いよいよ箱舟の完成が目前に迫りました。洪水の７日前になって、主がノアに最後の支持

を与えます。 

その内容は、すでに語られたことの繰り返しです。 

ノアとその家族は、箱舟に入るように招かれました。ノアとその家族は合計８人になりま

すが、彼らはその招きに応答して箱舟に入りました。 

種族保存のために各種類の動物からひとつがいずつを箱舟に入れるようにと命じられまし

た。 

また洪水後の食料のことも考えて、きよい動物とは良い食料になる動物のことですが、そ

のきよい動物は雄と雌７つがいずつをいれるようにと言われました。 

また鳥についても７つがいずつ入れるように命じられました。 

 

みなさん、７:１に記されている「あなたとあなたの全家族とは、箱舟に入りなさい」とい

うみことばを私たちは何回も読み返す必要があります。 

この箱舟も救い主イエスさまを象徴しています。 

イエス様は、マタイ11:28で「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところ

に来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。」と私たちに語っておられます。 

愛の神は、いつも罪人の帰りを待っておられます。 

そしてイエス様を救い主であると信じてイエス様のもとに来るものは、義と認められるの

です。 

 

7:4節ですが、洪水までに七日間ありました。600歳になったノアは家族を連れて箱舟に入

りました。 

7:9にはものすごい奇跡が、淡々と書かれています。6:20にも書かれていたことですが、世
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界中の動物が神に命じられた通り、雄と雌の一つがいずつ、きよい動物と鳥に関しては7つ

がいづつ、ノアのところにやってきたのです。 

これは簡単に書かれていますが、大奇跡です。 

私はオーストラリアで野生のカンガルーを見ましたが、カンガルーも箱舟の中に入ったの

です。 

また、恐竜のように大きな動物は子供が箱舟に入ったのでしょう。 

「科学の説明が聖書に近づいた」という本には、ノアの箱舟の出来事の後にもしばらくは

恐竜が存在していたと書かれています。 

しかし、世界規模の大洪水の後は、大洪水によって洪水前の地形は激変し、海が非常に大

きくなり、陸地が尐なくなり、地球の環境も気温も激変したため、恐竜は絶滅していきま

した。 

 

さて、ノアのところにやってきた動物ですが、すべての動物が箱舟に入るための時間は十

分にありました。 

ですからあわてる必要はありません。それが七日間という期間の意味です。 

しかし、決断を先送りするような時間の余裕はありませんでした。 

神がお語りになったとおり、七日がたつと、世界規模の大洪水が始まりました。 

みなさん、私たちには十分な時間が与えられています。 

と同時に、その時間を無駄にする余裕は与えられてはいません。 

みなさん、あなたは今はどういう時だと思いますか。 

私たちは私たちに与えられている時間を、有効に使っているでしょうか。 

 

7:11をご覧ください。 

ついにノアが600歳の時に、地球全体に大洪水が起きました。それは、5章の系図から数え

ると神がアダムを造った時から1656年後のことでした。 

7:11に、「大いなる水の源がことごとく張り裂け」とありますが、それは地下の大水脈が

地上に吹き出してきたことを意味します。 

また「天の水門が開かれ」とありますが、これは局地的な豪雤のことではなく、先ほどお

話した地球の上空にあった分厚い水蒸気の層が一気に雤となって地上に落ちてきたという

ことです。 

「科学の説明が聖書に近づいた」という本にその痕跡のことが詳しく書かれています。 

 

その大雤は40日40夜地球全体に降り続きました。 

箱舟に入った人間は、ノアとその妻、そしてノアの息子たち夫婦3人の合計8人でした。 

舟という漢字の右側に、八と口と買いても「船」という漢字になります。 

古代の中国（象形文字）で「口」という字は人を意味しましたので、舟に八人乗っている

ということで、「船」という漢字はノアの箱舟を表しているという学者もいます。 

中国から伝わった漢字の中には非常に古い文字もあり、聖書に書かれている古代の出来事

についての言い伝えを表しているものが確かにあります。 

興味がある方は「漢字に秘められた聖書物語」という本がありますので是非読んで見てく

ださい。 

 

ところで、このノアとその妻、そしてノアの息子たち夫婦3人の合計8人という数字を見る

と、あのカインの家系であるほうのレメク（4:19、23、ノアの父親のレメクではない）は、

一夫多妻制に陥っていましたが、神に従順であるセツの家系では、当時、一夫一妻制が守
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られていたことがわかります。 

すなわち、この箱舟に乗ったノアとその息子たちは一夫一妻制を守っていた者たちである

ということです。 

このセツの家系の中で、最初に複数の妻をめとったのはアブラハムです。 

そのためにアブラハムは苦労を背負い込むことになりました。 

そしてその影響は、現代においてもイスラエルとアラブ民族の争いという状況になってい

ます。その問題が世界を巻き込んでいます。 

 

次に7:14に行きますが、すべての生き物一つがいずつが箱舟に入ったことが再度確認され

ます。 

そして16節に注目してください。箱舟の戸を閉めたのは、主なる神さまご自身でした。 

これによって箱舟の中と外とが明確に区別されました。 

箱舟の中には主の臨在と主の守りがありましたが、外にはさばきがありました。 

箱舟の中にいる人は安全でしたが、外にいる人は滅亡が目前に迫っていました。 

そしてだれも、神が一度閉められた戸をもう一度開けることのできる人はいませんでした。 

みんさん、主が戸を閉ざしたということは、厳粛な事実です。 

もし、あなたがノアの家族の一員として、外で泣きわめいている人々の声を聞いたらどう

感じたでしょうか。 

「あなたがたのことを馬鹿にして申し訳なかった、頼むからお願いだから箱舟の中に入れ

てくれ」とあなたの近所に住んでいた人が泣きわめいている声がきこえてきたら、どう感

じたでしょうか。 

大洪水が来る前に、もっと熱心に人々を説得すべきであったと思うでしょうか。 

みなさん、今の時代は、人々はまさにノアの時代の人々のような生活をしています。 

新聞、ニュースをご覧ください、ひどい事件、問題ばかりです。それは日本だけではあり

ません。全世界規模でそうなってきています。 

みなさん、私たちに与えられている使命はなんでしょうか。考えてみましょう。 

 

４：神が心に留めていてくださる、守ってくださる 

箱舟に入ったもの以外の地上のすべての生き物は、みな世界規模の大洪水によって消し去

られました。（魚は地上の生き物ではないので別。7:23） 

人間も箱舟に入った８人以外は、みな死に絶えました。 

雤は４０日４０夜降り続きましたが、その後、水は１１０日間増え続け、地上のどの山々

もすべて覆われてしまいました。 

神のさばきが徹底的であったことがあらわされています。 

7:23に「こうして、主は地上のすべての生き物を、人をはじめ、動物、はうもの、空の鳥

に至るまで消し去った。それらは、地から消し去られた。ただノアと、彼といっしょに箱

舟にいたものたちだけが残った。」とある通りです。 

大洪水の中にあっても、箱舟の中だけは安全でした。 

箱舟の構造もとても安全な造りになっていましたが、それよりも8:1をご覧ください。 

「神は、ノアと、箱舟の中に彼といっしょにいたすべての獣や、すべての家畜とを心に留

めておられた」とあります。このことが最大の守りでした。 

みなさん、神が心を留めていてくださったからこそ箱舟の中は完璧に安全だったのです。

神が心を留めていてくださることこそ、最大の守りです。 

あなたは今、嵐の中にいますか。 

それなら、神があなたに心を留めていてくださることを思い起こし、主に信頼しましょう。 
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この「心に留める」という言葉は、単に記憶していると言う意味ではありません。 

それは愛する対象に向けられた神の守りの手を意味しています。 

またそれは観念の世界だけのことでなく、具体的な行為を伴った言葉です。 

さらにそれは契約関係に基づく神の愛と忠実さをあらわしている言葉です。 

６:１８で、神はノアに、「わたしはあなたと契約を結ぼう」と語っておられます。 

神は契約に基づいて、神の愛と恵みを豊かに与えてくださいます。 

ルカ1:54-55でマリヤは、「主はそのあわれみをいつまでも忘れないで、そのしもべイスラ

エルをお助けになりました。私たちの先祖たち、アブラハムとその子孫に語られたとおり

です。」と告白しています。 

神は契約をどこまでも守り通すお方です。 

人の心は移ろいやすいものです。 

みなさん、あなたはいつまでも変わることのない主イエス･キリストの愛を見上げているで

しょうか。 

イエス様を救い主として信じたものは、神が義と認めてくださっています。 

これが神との新しい契約、すなわち新約です。 

そして主は豊かな祝福と守りを与えてくださいます。 

神は契約をどこまでも守り通すお方です。私たちはイエス様の変わらぬ愛によって励まし

を受け、まわりの人々を愛する力をいただきましょう。 

 

さて、8章の2節以降ですが、水が引き始めた時、ノアは烏と鳩を放って、土地がかわいた

かどうかを確かめようとしています。 

神からの明確な啓示がなかったので、自然の方法で状況を確かめようとしたのです。 

ここには、神の啓示を通し、また自然の方法を通して学ぶという良きバランスがあります。 

烏はきよくない動物とされていました。烏は水の上に浮かんだ動物の死骸を食べて生きる

ことができます。 

ですから箱舟に帰ってくる必要はなかったのです。 

 

鳩はきよい動物とされていました。死骸をたべることはないし、高い場所よりも低地を好

みます。 

鳩が帰ってきたことは、まだ水が地表を覆っていたことを示しています。 

二度目に放った時には、オリーブの若葉をくわえて帰ってきました。 

それによって、高地には水がなくなっていることがわかりました。 

三度目に放つと、鳩はもう戻ってきませんでした。 

そして地は乾いていき、やがて地は乾ききりました。 

 

結び：神に期待し、神の時を待つ 

みなさん、ノアが箱舟の中にいた期間は、１年と１１日でした（7:11、8:14）。 

これを太陽暦に直すと、ちょうど１年になります。 

ノアは忍耐をもって神の時を待ちました。 

ノアは箱舟に入る時に、主から、４０日４０夜大雤が降ることは聞いていました。 

しかし、その後１１０日間も（合計１５０日間も）水が増していくことは聞いていません

でした。 

また地上の水がかわききって、ノアたちが箱舟から外に出ることができるようになるまで、

１年間もかかるということも聞いていませんでした。 
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ですから、４０日４０夜の大雤の後も、どんどん水が増していった時、ノアは、この世界

的な大洪水は今後どうなるのか、いつまで洪水が続くのか、自分たちはこれからどうなる

のかとても不安に感じたでしょう。 

しかし、ノアは主に信頼し、神の時を忍耐して待ったのです。 

先週、土屋伝道師が「神の時が来たら」という題でメッセージをしてくださり、そのテー

プを私も聞きましたが、ノアも神の時を忍耐して待ったのです。 

あなたはいかがですか。 

 

神さまの時をじっくりと待つ信仰を必要としていませんか。 

神さまのいやしと回復をあきらめずに祈り続け、主に期待し続けることが求められていま

せんか。 

私たちはイエス様の十字架によって救われましたが、たとえば心の傷や人間関係が完全に

回復するには、あるいは神に求めてきたものが与えられるにはしばらくの時間が必要にな

ることがあります。 

あせらずに、神の時を信じて祈り、主に期待して待ちましょう。 

 

私たちには、信仰の目と、忍耐心が必要です。 

ヘブル10:35-39にこうあります。『ですから、あなたがたの確信を投げ捨ててはなりませ

ん。それは大きな報いをもたらすものなのです。 

あなたがたが神のみこころを行なって、約束のものを手に入れるために必要なのは忍耐で

す。』 

 

それでは、しばらく一緒に御霊に導かれるままにそれぞれ自由にお祈りしましょう。 

 

（祈り） 


